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み ぶ り ん  だより 

第１２回 みぶりん活動発表会 発表団体・個人を募集します 

 

 
 

 

   

   

  

  

   

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

〒321-0214 壬生町大字壬生甲 3843-1(保健福祉センター内) 

電話 0282-21-8731  FAX 0282-21-8732 
Mail: miburin@bz04.plala.or.jp 
http://www.town-mibu.com/miburin/ 
★メールアドレスを教えて頂ければ、毎月 

みぶりんだより（カラー版 PDF）をメールでお送りします。 

 
 
 

HP URL 壬生町町民活動支援センター「みぶりん」 
■開館時間        ■休館日 
火～金  10 時～18 時    月曜日･年末･年始 
土･日･祝 10 時～17 時  
（火～金は予約をして頂ければ 21 時まで利用可能です） 
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南犬飼中学校 輝光祭 
第 33回健康ふくしまつり開催 
ひいらぎ集会（安塚小学校） 
第 20 回 はにしの里大運動会（羽生田地区連絡協議会） 
敬老会にてミニ歌謡ショー   （加藤国夫様） 
円遊会（エンジョイハーモニカ壬生/マウイスタジオ･レファリコ） 
第 38回壬生町音楽祭開催される 
むつみの森にてカブトムシ放虫会(オオムラサキの里を作る会） 
ほたるフェス開催       （みぶほたる） 
映画観賞会      （下馬木お達者サロン） 
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南犬飼中学校 輝光祭 
壬力の町ガイドボランティアの会・壬生町茶華道協会・しゃしんや あみ 

活動報告
 

１０月２６日、南犬飼中学校で“輝光祭”(文化祭)が行われ、種々の展示、発表などを大勢

の方がご覧になっていました。 

その中の「犬中歴史博物館」は「壬力の町ガイドボランティアの会(藍田收会長)」が、「茶

道」は「壬生町茶華道協会(柴七郎会長)」が、「犬中写真館」は「しゃしんや あみ(阿美智篤

様)」が、それぞれ指導して頂き、内容のある見事な展示･発表となりました。 

携わった生徒、指導して頂いた方、お疲れ様でした。        （取材担当 鈴木） 

募
集
内
容 

 

日時▶令和 2 年 2 月 23 日（日）9:30～12:00（予定） 

会場▶保健福祉センター 1F 会議室 

★活動発表会 テーマ…分野別活動発表 

発表形式：パワーポイントや実演等。 

発表時間：一団体・個人約１５分（５団体･個人程度） 

★パネル出展：活動内容を展示しませんか？ 

★おしゃべりサロン 

申込・問合せ▶12/20 迄に、みぶりんへご相談ください。 

共催▶みぶりん利用者協議会 

 

イベント・講座のお知らせ、自団体の活動紹介、報

告、ボランティアの募集など､「みぶりんだより」に記事

を掲載希望の方は、ぜひお寄せ下さい。 

犬中歴史博物館 犬中写真館 茶道 

☆「みぶりんだより」は下記のところに置いています☆ 
みぶりん･保健福祉センター・壬生町役場･各出張所･ 

各コミュニティセンター・各公民館･生涯学習館･図書館･ 
歴史民俗資料館・体育館・みらい館・おもちゃ博物館･ 

嘉陽が丘ふれあい広場・ふれあい交流館・ 
シルバー人材センター・各小中学校･壬生高校 

 

http://www.town-mibu.com/miburin/
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いつからか、羽生田では古墳時代から連綿と続く営みに想いを馳せ、自らの地を「はにしの里」
と呼ぶようになりました。その「はにしの里」の人たちが、年に一度心躍らせる時があります。
それは「はにしの里大運動会」に地域が集う時です。今年は１日順延し１０月２０日、羽生田小
学校と地域５自治会の共催となってから２０回目となる記念の合同運動会が、「はばたけ羽っ子 
仲間を信じ 最後まで」をスローガンに実施されました。 

活動報告
 

秋空の下、「第２０回 はにしの里大運動会」に地域が集う！  
羽生田地区連絡協議会 

また、今年は校区外から新しい仲間を迎えるとともに、独立校となって７０回目の記念大会と
もなりました。競技は、児童と自治会の種目に分かれ、それぞれの間で優勝を競いました。途中、
児童たちによる全校合奏の発表などもあり､今やこの合同運動会は「はにしの里」の人たちの心を
結びつける大切な事業となっています。今後も末永く続くよう、本協議会はその先頭に立って地
域の５自治会を一つにまとめ、地域の発展に貢献できればと考えています｡（書記 山名久雄様記） 

全校合奏の発表（県大会に向けて） 秋空に風船（合同運動会２０周年記念） 

「第３３回 健康ふくしまつり」が開催されました 

ひいらぎ集会  安塚小学校 

１０月２７日、天候にも恵まれ「第３３回健康ふくしまつり」が開催されました。 
みぶりんでは、屋外で「川の日を国民の祝日にしよう会」による PR 活動を、室内では「和

紙で作るかざぐるま」､｢おりがみで風船うさぎ」､｢バルーンアート」の３つの体験を行いました。 
製作体験コーナーでは、子どもから大人までたくさんの方が、講師の先生と作品作りを楽

しみながら取り組み、自分で製作した作品を満足そうにお持ち帰りになりました。（小田垣） 

１１月６日、安塚小学校にて毎年恒例のひいらぎ集会が開催され、多くのボランティアの方
により、各教室に分かれて様々な体験活動が行われました。 
みぶりんからは「シルバー大学校同窓会壬生支部（荻原二三雄支部長）」による昔遊び体験、

「Tyamo 屋（チャモヤ）（佐藤春一代表）」によるおもちゃづくり体験､「かたつむりバルーン
（鈴村様）」によるバルーンアート体験が参加協力しました。 
子どもたちは講師の皆様のやり方を見様見真似で教わり、集中して細かい作業をしたり、上

級生が下級生のできないところを手伝ったり、完成品で遊んだりしました。 
ボランティアの皆様は子どもたち一人ひとりと丁寧に接しながら、子ども達と同じ笑顔を

浮かべて活動されていました。（取材担当 坂本） 

昔遊び体験 おもちゃづくり体験 バルーンアート体験 

ボランティアの皆様
は子どもたち一人ひと
りと丁寧に接しながら、
子ども達と同じ笑顔を
浮かべて活動されてい
ました。（取材担当 坂本） 
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円遊会  

 

第３８回 壬生町音楽祭が開催される 

 

敬老会でミニ歌謡ショー 加藤国夫様 
 

活動報告
 

１０月２０日､宇都宮市のさつき自治会で｢加藤カラオケ愛好会｣の加藤国
夫様のミニ歌謡ショーがありました｡「日光道中ひとり旅」などの歌を披露
し、参加者の方は見事な歌声に感激されていた様子でした。 

 加藤さんはプロ歌手で、壬生町内外の施設慰問や会の発表会を毎年開催
していて、東日本大震災の時も１０数か所へ慰問活動をしています。 

 壬生町の名所や旧跡等の四季折々を唄った「名代壬生音頭」により、壬
生町をＰＲできたらと日々活動しています。（取材担当 鈴木） 

１１月１日､「落合地区お達者サロンクラブ(宇賀神永治代
表)」と「至宝北お達者サロン(長君枝代表)」共催で、恒例の
「円遊会」が行われました。 
「エンジョイハーモニカ壬生(速水道雄代表)」のハーモニ

カとギターに合わせて皆で歌ったり、壬生東小学校の三年生
とのふれあいタイムで楽しんだり､「マウイスタジオ･レファ
リコ(新井里子代表)」のフラダンスを見たり一緒に踊ったりで、
最後まで楽しい時間を過ごしました。   （取材担当 鈴木） 

令和の秋晴れの下、１１月２日、「第３８回壬生町音楽祭」は、城址公園ホール大ホールにて、
用意したプログラムが足りなくなるほどの来場者を迎え、田村教育長の来賓挨拶に続いて「壬生
町町民の歌」の全員合唱で華やかに開演されました。 
昭和５７年１０月に町民の歌の作曲者 故大森忠先生を中心に産声をあげた当音楽祭は、数々の

音楽団体や音楽家の発表の場として長い歴史を誇る音楽祭です。 
今回も町内小学校や少年少女合唱団の若々しい歌声とハーモニー、社会人合唱団も熟練のハー

モニーで会場を魅了、オカリナとハーモニカの団体演奏、圧巻の歌唱とピアノソロ演奏の特別出
演ミニコンサート､音楽祭の締めはみぶ吹奏楽団と、舞台も会場も楽しい一日でした。                       

（音楽祭実行委員長 萩谷隆一様記） 

 加藤さんはプロ歌手で､壬生町内外の施設慰問
や会の発表会を毎年開催していて､東日本大震災
の時も１０数か所へ慰問活動をしています。 
 壬生町の名所や旧跡等の四季折々を唄った
「名代壬生音頭」により、壬生町をＰＲできた
らと日々活動しています。  （取材担当 鈴木） 

児童とのふれあいタイム 

エンジョイハーモニカ壬生 マウイスタジオ･レファリコ 

エンジョイハーモニカ壬生 マウイスタジオ・レファリコ 

登録№ 名　称 活  動  内  容
団体285 安塚駅前広場イルミネーション実行委員会 イルミネーションイベントを通し、子どもからお年寄り、誰もが触れ合える地域作りを目的とする。

団体286 株式会社ワークエントリー　栃木事業部 栃木県委託とちぎ女性・高齢者等就業支援事業。各市町と共催にて就労セミナー・個別相談実施。

新規登録団体・個人(10/21～11/20) みぶりんでは、団体･個人の登録を随時受け付けています。
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活動報告
 

 【編集後記】■本年も、みぶりんをご利用いただきましてありがとうございました。利用者協議会も
設立しお陰様で連携がとれた事業運営が出来るようになりました。来年も皆様に喜んでもらえるよう
な施設にして参りますので、どうぞよろしくお願いいたします｡（玉田）■12 月です。年明け早々、又
歳をとりますが、アンチエイジングで頑張ります。（鈴木）■二男の小学校の音楽鑑賞会で、フルート
とピアノの演奏会を鑑賞しました。綺麗な音色に癒され、普段からクラシック音楽を聴こうと思いま
した。（小田垣）■最近カレーにハマっています。美味しいお店を探して友達と行ったり、色々なレシ
ピを調べては試したりしています。（坂本） 

むつみの森にてカブトムシの放虫会 オオムラサキの里を作る会 

 

映画鑑賞会  下馬木お達者サロン 

第1回「ほたるフェス」開催しました   
 

１０月１０日、｢オオムラサキの里を作る会（大島菊夫
会長）」では、「むつみの森」の観察小屋にて、カブト
ムシの放虫会を開催しました。 
放虫会にはメリーランド保育園の園児５０名が参加

し、カブトムシの幼虫を１０００匹、放虫しました。 
はじめて幼虫を触る園児はドキドキ、虫が大好きな園

児はわくわく楽しみな体験になりました。 
今回放虫した幼虫は､来年７月２６日(日)に開催され

る「カブトムシまつり」で無料配布（幼児と小学生､５００
人）されます。ぜひご参加下さいね。（取材担当 小田垣） 

私たち「壬生町の貧困を考える会『みぶほたる』」は､これまで貧困の実態や支援策につい

て学びながら、社会福祉協議会の制服リサイクル事業へも協力しています。 

メインテーマ「みんなで考えよう子供たちの夢」講演は内田 恵氏（宇都宮大学３年）を迎

え、特に重要な制度面や将来の夢など内田氏自身の経験をお話いただきました。講演後はステ

ージ（オカリナ演奏・民話語り）会場内は制服リサイクル展示・カフェ・ワークショップ・販

売等で盛り上がりました。（代表 渡辺みゆき様記） 

☆「みぶりんだより」は下記のところに置いています☆ 
みぶりん･保健福祉センター・壬生町役場･各出張所･各コミュニティセンター・各公民館･生涯学習館･図書館･歴史民俗資料館・ 
体育館・みらい館・おもちゃ博物館･嘉陽が丘ふれあい広場・ふれあい交流館・シルバー人材センター・各小中学校･壬生高校 

１１月１３日、「下馬木お達者サロン(清水利通代表)」で映画鑑賞会が行われました。 
｢下馬木お達者サロン」は今年６月に設立された会員数２７名のサロンです。 
当日の映画は、５０年ほど前の名作「忍ぶ川」で、皆が懐かしく鑑賞しました。 
鑑賞後は、サロンの今後の予定、進め方等の話し合いもあり、前向きの姿勢が伺えました。 

（取材担当 鈴木） 

壬生町の貧困を考える会 
「みぶほたる」 

 

ージ（オカリナ演奏・

民話語り）会場内は制

服リサイクル展示・カ

フェ・ワークショッ

プ・販売等で盛り上が

りました。 

（代表 渡辺みゆき様記） 
内田 恵氏
  

会場の様子 


